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て
皮膚・排泄ケア
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について

　皮膚・排泄ケア認定看護師とはどのようなことをする
看護師だろう？と思われる方も多いと思います。皮膚・
排泄の「皮膚」とは主に、①褥瘡（床ずれ）ができる危険が
ある方には褥瘡ができないようにする援助を行い、褥瘡
が既にできている方に対しては、早く治るために援助を
行う。②手術後の傷が早く治るように傷に対する処置の
検討・実施。③胃瘻・腸瘻の周りの皮膚が赤くなったり、
ただれたりすることに対して処置の検討・実施。④下痢
による肛門周囲の皮膚がただれたりすることへの処置
の検討・実施等があります。また皮膚・排泄の「排泄」と
は主に、①ストーマ（人工肛門・人工膀胱）を造る前から
造った後の日々の生活全てにおいて、困ったこと気にな
ること等への関わり。②尿が漏れる・便が漏れることに
おいて相談を受け対応等があります。
　
　私が皮膚・排泄ケア認定看護師となり８年が経ちまし
た。毎週木曜日に認定看護師の活動としてストーマ（人
工肛門・人工膀胱）外来や褥瘡回診を行っています。
　私が認定看護師の資格を取得したいと思ったきっかけ
は、褥瘡患者さんの傷が少しでも早く良くなるために援
助が出来れば嬉しいという思いからでした。実際研修学
校で半年間研修を受ける中で、当院でのストーマを造ら
れた患者さんへの退院後のフォローが全く行えていない
現状と患者さんの思いなどを知り、ストーマ外来の必要
性を強く感じるようになりました。そして資格取得の翌
年から、ストーマ外来を開催し今年で７年目になります。
毎週木曜日の午前中に予約制で行っています。現在では
当院を退院された患者さんを中心に、他院からの紹介患
者さんなども受診されています。ストーマ外来を行いな
がら患者さんとお話する中で、私が患者さんから教えて
いただく日々の生活での便利な方法なども多くあります。
また、木曜日の午後からは、入院患者さんの皮膚トラブ
ルなどの相談をＤｒ．や看護師から相談を受けたり、褥
瘡回診を行ったりしています。
　
　褥瘡回診は、皮膚科医師を中心に、栄養士、薬剤師、
理学療法士、病棟看護師と多職種で行い、お互いが専門
的知識で検討し、対応することで深い褥瘡でも良くなっ
ていったり、治ったりすることも多くあります。

　これからも患者さんが少しでも安らかに、また皮膚
トラブルを起こすことなく楽しんで生活が送れるように
お手伝いしていきたいと思っています。
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「医療センター・ボランティア・はまだ」
の皆さんが表彰されました

　平成28年2月12日、当院の病院ボランティア「医療セ
ンター・ボランティア・はまだ」の皆さんが、島根県知
事から県民いきいき活動奨励賞をいただきました。
　「医療センター・ボランティア・はまだ」は、平成14
年に発足して以来、外来患者さんや入院患者さんの支援
を続けており、その継続した活動が社会貢献活動として
認められて、今回の栄誉となりました。

■ 活動内容
　浜田医療センターにおいて受付補助や施設の案内、移
動支援を行うほか、患者の声を病院職員へ橋渡しする役
割を担い、患者さんや家族が安らぎを得られる環境で安
心して治療が受けられるよう支援することで、医療の質
の向上に貢献されています。

■ 活動において評価された点
 ● 医療ボランティアは専門性が求められる活動でありな

がら、少人数で継続している。
 ● 同団体が病院と患者の間を取り持つ役割を担うこと

で、住民が身近に感じるような開かれた病院運営がで
きるよう支援している。

■ 受賞のコメント
　私たちは今まで15年間浜田医療センターでボランティ
ア活動をしてきました。この度、あたたかい目を向けて
いただき受賞できたことは本当にうれしいことです。
　超高齢社会に、より良く対応していき、また、必要と
される病院側と密接な連携を取りながら、これからも活
動していきたいと思います。


